
米取引に関する有識者との懇談会（第６回）概要

１．日時：平成24年１月27日（金）10:00～12:00

２．場所：農林水産省第３特別会議室

３．概要：

（平成23年産米をめぐる状況について）
○ 23年産米については、集荷団体による集荷率は落ちているが、

契約・販売数量は前年を上回っているとの意見。
○ 一方、直近では販売が落ちており、消費動向調査でも裏付ける

結果が得られているとの意見。
○ 米はどこへ消えたと言われていたが、農家と消費者が少しづつ

持っているのではないかとの意見。
○ 福島県産米の販売が相当落ち込んでおり、今後の流通が需給に

与える最大の不確定要素であるとの意見。
○ 主食用米の価格が上昇しているが、全て価格転嫁できない分を

銘柄変更で埋めることになるので、低価格帯のお米の価格が上昇
しているとの意見。

○ 価格等に敏感な外食で、外米にシフトする動きが見られ、ＳＢ
Ｓも全量が落札されるだろうとの意見。

○ 公表されている作況指数と実感の間に乖離があり、実感として
は作況の値より実収は低いとの意見。

○ 加工用米については、安いものを求める実需者に国産にこだわ
らない動きが見られるとの意見。

○ お米の消費をどのように増やしていくかという視点での対策や、
放射性物質の問題に対する早めの対応がないと、消費者の米離れ
や生産者の作付離れが起こってしまうとの意見。

（平成24年産米に係る対応等について）
○ 24年産米の作付制限の動向が見通せないので、早急に取り組む

必要があるとの意見。
○ 備蓄米については、入札によるものだが現在の価格水準は魅力

的であるとの意見のほか、加工用米等と比較しても魅力的なので、
生産者は備蓄米にシフトせざるを得ないとの意見。

○ 24年産米の作付や検査に係る対応に当たっては理想だけが先行
しすぎるのではなく、実態を良く踏まえ現実性のある、かつ関係
者が納得できる枠組みとする必要があるとの意見。

（その他）
○ メーカーも生産者主権から生活者主権に舵を切っており、生活

者視点に立った米作りを進めていく必要があるとの意見。
○ 加工用米や飼料用米等の政策的な位置付けや価格に関する議論

が不足していたとの意見。
－以上－


